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FOMC（連邦公開市場委員会）のオート（自動）パイロット飛行   
6 月 14 日 FRB（連邦準備理事会）の金融政策決定会合である FOMC（連邦公開市場理事会）

が開かれた。 

FRB の金融緩和政策は 2008 年 10 月から始まり、日銀が異次元金融緩和を始めた 2013 年か
ら緩和縮小、2015 年末、2016 年末、本年（2017 年）3 月、そして今回（6 月）と政策金利を毎回
0.25%引き上げた。 

FRBの中央銀行としての責任分野は雇用と物価の安定である。 

金融緩和政策実施期間中と利上げ（引き締め）期間中を通して失業率は 10%から 4.3%まで下が
ったが、物価目標（インフレ率）の 2%は一時 1.7%と発表されたものの、下方修正されるなどで達成の
見込みが立たない状態。 

つまり FRBの資産（バランスシート）を$4.5 trillion（約 500兆円）まで膨張させて貨幣価値を下げ
ても物価目標は達成出来ず、異常なバランスシートを残しただけに終わった。 

利上げに切り替えても、市場金利は上がるどころか下がる始末。 

今回の会合で打ち出された最も重要なことは異常バランスシートを正常化する為の「資産縮小プラ
ン」である。 

FOMC 理事の一致した見解のもとで、月額$50 billion（約 5.5 兆円）年額$600 billion （約 66

兆円）の資産減プランを発表した。 

今まで必ず言われてきた「経済データ」（データを政策決定の拠り所にする）の文言が声明から消え
たことから、市場に関わりなく資産減プランをセットした飛行機を飛ばすようなものだと言われ「オートパ
イロット飛行」だなどとだと揶揄されている。 

イエレン議長は物価問題についての会見で、低失業率はやがて所得増を生み、消費増、物価高に
繋がる（フィリップス・カーブという）と述べているように、物価に関しては他力本願、お手上げといったと
ころ。 

カンザスシティ連銀の計算では、$675 billionの資産縮小は 0.25%の利上げに匹敵するという。 

FRB の予定では利上げは年三回となっているので今後 9 月か 12 月にもう一度利上げをすること
になるが、$600 billionの資産減の一回分を加えると今後 2回の利上げとなり、年 4回となる。 

FRBは戦後 13回利上げ（引き締め）政策を実行したが、うち 10回がリセッション（不況）をもたらし
た。 

年 4回利上げをした後は必ずリセッションに陥っている。 

今回の FOMC の結果で分かることは、適度な物価上昇を伴う経済成長に金融政策は無力である
ということである。 

かと言って潜在的財政破綻状態下での財政出動は財政破綻を顕在化するだけ。 

万策尽きたアメリカに一体どんな選択肢があるのだろうか。 

実はアメリカは既に最善の解決策を見出していたのである。 

詐欺と強盗を合法化する天才不動産王トランプを大統領に選んでいるではないか。 

＊市場大転換目前！「何時何を買い、何時売ったらいいか」は「ここ一番！」でお答えしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

時事評論家 増田俊男 

「時事直言」の文章及び文中記事の引用をご希望の方は、 

事前にマスダ U.S.リサーチジャパン株式会社（FAX：03-3956-1313）までお知らせ下さい。 

増田俊男の「ここ一番！」大好評配信中！ 
現在、増田俊男の「ここ一番！」を FAX 又は e-mail にて配信しております。詳しいご案内、お申込みにつ

いてはマスダ U.S.リサーチジャパン㈱Tel：03 3956-8888、HP：www.chokugen.com まで。 

【最近の配信履歴】 
〇6 月 19 日（月） No.736 FANG の終わり 
〇6 月 12 日（月） No.735 価格操作に異変あり 
〇6 月 2 日（金） No.734 ニッケイ、空売りの買戻し相場 
〇5 月 30 日（火） No.733 ニッケイ 19,000 円割れはあるか 


